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高知県大月町西泊における稚サンゴの生残と成長 

○森 舞衣，久保田 賢（高知大学 大学院 総合人間自然科学研究科） 

 

1. 研究の背景と目的 

四国南西海域は，ハナヤサイサンゴ科とミドリ

イシ科が優占する海域で，幼生の定着量はハナヤ

サイサンゴ科が多いのに対し，加入後の群体数は

ミドリイシ科の方が多いことがわかっている．そ

のため，2 科では定着から加入までの個体群維持

の過程が異なることが考えられる．しかし，サイ

ズが小さいため，科までの分類とどまるなどの理

由から，定着直後の稚サンゴを対象に行われた研

究はごくわずかとなっている．そこで，本研究で

は高緯度域に生息する 2科 4種を対象に定着直後

の稚サンゴの生残と成長を明らかにすることを

目的とした． 

2. 材料と方法 

高知県大月町西泊に生息する，ハナヤサイサン

ゴ科のハナヤサイサンゴとショウガサンゴ，ミド

リイシ科ミドリイシ属のミドリイシとヤスリミ

ドリイシを対象に観察を行った．産卵期に採取し

たプラヌラ幼生が，繊維強化セメント板に定着す

るまで陸上に設置した水槽内で維持した．その後，

1週間以内に海域内の水深 5 m 付近の環境が安定

的な St.1 と，ハナヤサイサンゴのみ水深 5 m 付

近の波の影響を受けやすい St.2 の 2 地点に繊維

強化セメント板を設置した．生残の観察は海中設

置日から 1週間に 1度，目視にて行った．成長は，

生残観察時にスケールを入れて個体の写真を撮

影し，画像解析ソフト image J を用いた直径計測

と，写真観察により行った．2022 年に観察したハ

ナヤサイサンゴについては，全稚サンゴを識別し

て上記の観察の他に，ポリプ数の計数も行った． 

3. 結果および考察 

ハナヤサイサンゴ科 2 種の生残率については，

初期減耗は小さくその後緩やかな減少を示した．

ミドリイシ属 2種は反対の傾向を示した．この違

いは，プラヌラ幼生になってから放出されるハナ

ヤサイサンゴ科の幼生保育型，卵として生まれプ

ラヌラになるミドリイシ属の放卵放精型という

繁殖様式の違いによるものと考えられた．ハナヤ

サイサンゴ科の幼生では，親サンゴ体内での培養

期間が長いことや，早期に獲得することで生残率

が向上すると言われている褐虫藻を持って生ま

れるため，初期減耗が小さいと考えられた． 

成長観察から，ハナヤサイサンゴ科 2種は海中

設置直後から 60 日まで急速に成長した．一方，ミ

ドリイシ属 2種はほとんど成長しなかった．ハナ

ヤサイサンゴ科で急速な成長が見られたのは，定

着時から褐虫藻を保有していることが要因とし

て考えられた．60 日以降のハナヤサイサンゴ科 2

種では成長が緩やかになった．ミドリイシは，時

間経過と共に成長速度が上がった．これは，ミド

リイシにおいて褐虫藻の取り込みと，取り込んだ

褐虫藻が安定したためと考えられる． 

ハナヤサイサンゴは100日目程度から新しく形

成されたポリプが積み重なるように，ショウガサ

ンゴは270日目程度から新しく形成されたポリプ

に押し上げられるように上方向へと成長した．こ

のように成長する時期や過程に違いが見られた

ことから，稚サンゴ時の種同定ができる可能性が

示唆された． 

ハナヤサイサンゴにおいて，群体数は少ないも

のの直径が極端に大きな群体が観察された．また，

ポリプ数についても非常に多い群体が一部見ら

れた．さらに，直径が大きい稚サンゴの生残率は

有意に高い結果となった．そのため，直径が小さ

い群体は相対的に弱く，大きい群体はさらに大き

くなっていくことが考えられた．以上のことから

ハナヤサイサンゴは，直径が極端に大きな群体が

主に生残して加入することが考えられた．
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